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芸備線（三次駅～広島駅間）の現状について

資料２



芸備線（三次～広島）の概要

１．路線諸元 単線・非電化

２．駅 数 21駅

〔内訳〕

・三 次 市 4駅

・安芸高田市 3駅

・広 島 市 14駅

３．営業キロ 68.8㎞

〔内訳〕

・三次～下深川 54.6㎞

・下深川～広島 14.2㎞

４．係員配置駅 三次、安芸矢口、広島

５．駅のBF化 三次、下深川、安芸矢口、広島

で実施済み

６．I C O C A 狩留家～広島で利用可 広島
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出典：国土地理院

■芸備線（三次～広島）の路線図
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（BF：バリアフリー）

（交通系ICカード）



芸備線（三次～広島）の概要 2

７．運行車両・定員

キハ40 定員 96名（1両）

キハ47 定員248名（2両）

キハ120 定員100名（1両）

８．列車運行

各駅に停車する普通列車に加え、快速列車を運行している。

■快速列車の停車駅

三次、甲立、向原、志和口、下深川～広島の各駅

■運行本数（三次～広島 直通）

（平日） 普通列車 26本（三次方面13本、広島方面13本）

快速列車 7本（三次方面 4本、広島方面 3本）

（休日） 普通列車 27本（三次方面13本、広島方面14本）

快速列車 10本（三次方面 6本、広島方面 4本）

■所要時間（三次～広島 直通）

（平日） 普通列車 109分（平均） 97分（最速）

快速列車 82分（平均） 80分（最速）

（休日） 普通列車 110分（平均） 98分（最速）

快速列車 83分（平均） 80分（最速）

キハ120キハ40・47



芸備線（三次～広島）の概要 3

９．設備・ダイヤ

単線のため、三次方面と広島方面の列車の行き違い可

能な駅の数や位置関係が運行本数や所要時間に影響。

朝の通勤・通学時間帯は、広島方面へのご利用が多い

ため、広島方面の列車を優先させたダイヤを設定。

■安芸矢口の通勤・通学時間帯時刻表（平日）

広島方面三次方面

時

6 12 51

7 12 27 37 47

8 9 34 54

時

6 12

7 11

8 9 34 55

■配線略図 改札 こ線橋 構内踏切ホーム 自由通路

三次 西三次 志和地 甲立上川立 吉田口

向原 井原市 志和口 上三田 中三田 白木山 狩留家 上深川

中深川 下深川 玖村 安芸矢口 戸坂 矢賀

安全側線 保材線



芸備線（三次～広島）の駅別乗車人員（2023年度） 4

906 

1,294 

1,612 

837 

1,096 

348 
270 

123 100 82 44 

215 

59 

202 

41 
99 

23 35 6 

262 

0

500

1,000

1,500

矢
賀

戸
坂

安
芸
矢
口

玖
村

下
深
川

中
深
川

上
深
川

狩
留
家

白
木
山

中
三
田

上
三
田

志
和
口

井
原
市

向
原

吉
田
口

甲
立

上
川
立

志
和
地

西
三
次

三
次

通勤定期 通学定期 定期外

三次～中深川と下深川～矢賀では、ご利用状況に大きな差がある。
井原市～矢賀では通勤利用、三次～向原では通学利用の割合が高い。
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【下深川～矢賀】 【井原市～中深川】 【甲立～向原】
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【三次～上川立】
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※三次駅の乗車人員は広島方面のご利用のみ算出しています。



芸備線（三次～広島）の駅間輸送人員・運行本数（2022年度） 5
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矢賀～広島の輸送人員が最も多く、広島駅を発着地とした移動が多い。
ご利用に応じて、三次～広島、志和口～広島、狩留家～広島、下深川～広島の区間でダイヤを設定。
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芸備線（三次～広島）の平均通過人員（輸送密度）の推移 6
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▲32％

芸備線のご利用は減少傾向にあったが、2018年の西日本豪雨により芸備線が不通になったことでご利
用が大きく落ち込み、2022年度も西日本豪雨以前の水準まで回復できていない。

3,756

2,545

第1三篠川橋りょうの流出（白木山～狩留家）



芸備線（三次～広島）の乗車人員の比較（2017年度・2023年度） 7
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三次～中深川は全体で32％減少しており、上三田(▲51％)、甲立(▲49％)の順に減少率が高い。
下深川～矢賀は全体で21％減少しており、下深川(▲27％)、玖村(▲25％)の順に減少率が高い。
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※三次駅の乗車人員は広島方面のご利用のみ算出しています。



芸備線（三次～広島）の収支状況 8

■2020～2022年度の3か年平均
（単位：億円）

※区間別及び項目別の数値については、一定の前提を置いて按分し算出しています。
※間接経費（保守管理費・輸送管理費）には、本社に関する費用は含んでいません。
※四捨五入の関係で、表上の個別の数値の計算結果と一致しない場合があります。

三次～広島 下深川～広島 三次～下深川

68.8 14.2 54.6

2,545 8,529 988

25.9% 55.1% 11.3%

営業収益（運輸収入） 6.0 4.3 1.7

営業費用 23.3 7.8 15.5

線路保存費 3.5 0.9 2.5

電路保存費 1.4 0.3 1.1

車両保存費 4.2 1.6 2.6

運転費 6.4 2.5 3.9

運輸費 1.5 0.5 1.0

固定資産税 0.9 0.2 0.6

減価償却費 5.4 1.6 3.7

営業損益（管理費除く） ▲ 17.2 ▲ 3.5 ▲ 13.7

間接経費 2.5 0.8 1.7

保守管理費 0.4 0.1 0.3

輸送管理費 2.1 0.7 1.4

営業費用（管理費含む） 25.8 8.6 17.2

営業損益（管理費含む） ▲ 19.7 ▲ 4.3 ▲ 15.4

区間

営業キロ

輸送密度（2022年度）

収支率



芸備線（三次～広島）における利用促進の取組み 9

■快速列車の増発

2023年春のダイヤ改正において、

快速「みよしライナー」の運転を増加

■「バス＆レールどっちも割きっぷ」の発売

2021年11月から高速バスと芸備線を片道ずつ

乗車できるきっぷを発売

【発売枚数の推移】

21下期 22上期 22下期 23上期 23下期

2.3倍


